
先日（７月８日）、気象庁から「九州北部の梅雨明け」の発表されたと報道されました。例年より

１１日早いとのことです。振り返ってみると、６月２５日（木）は、大雨のため学校始業時刻を１０：３０

に変更したり、次の日の２６日（金）は臨時休校となったりと、大雨にかかる出来事がありました。で

も、例年の梅雨に比べたら、雨の量は少なかったのではないかと思います。（※大きな被害は学校

には届いておらず、ホッとしています。）さて、梅雨が明けたら、ものすごい暑さの日々が続いていま

す。「暑さ指数」が最高の「５（危険）」になってしまい、中休みや昼休みに外で遊べ

ない日もありました。明日から夏休みですが、熱中症には十分注意してください。

６月下旬から７月にかけての子どもたちの様子を紹介します。

令和８年度の水泳指導は、うきはアリーナのプールで行わ

れました。（前回も紹介しました）先日７月９日（木）、すべての

学年の水泳指導の４回目が終わりました。雨で休校になった

日が、ちょうど水泳指導の日だったために、保護者がプールサ

イドで参観できる４回目の実施日がずれてしまった学年があ

りました。大変ご迷惑をおかけしました。「参観者が少ないの

では…」と心配していましたが、たくさんの保護者に参観して

いただきました。子どもたちの頑張りにもつながったと思います。ありがとうございました。

プールサイドがかなり暑く、保護者から「温度をもう少し下げてほしい」という要望が出されてい

ましたが、泳ぐことが目的の施設ですので、下げることができないとの回答でした。来年度のことに

なりますが、参観されるときは、服装等に注意され、熱中症にならないように気を付けてください。

４年生は、総合的な学習の時間の単元「人にやさしい千年に」の学習で、アイマスク体験、車い

す体験を行います。 今年は、６月３０日に

うきは市社会福祉協議会の方を講師として

お招きして学習しました。
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４年生「車いす体験」

水泳への学習参観、ありがとうございました。

子どもたちの泳ぎを参観する保護者



子どもたちの感想を紹介します。

福岡県では、７月は、「同和問題啓発強調月間」です。千年小学校

では、毎年、３年生がうきは市社会教育集会所に行き、施設内を見学

したり施設の方の話を聞いたりして、人権について学習します。今年は、

７月９日に行きました。「相手の立場になって考えることができる」こと

の大切さや「不可侵不可被侵（自分から他人を侵さず、また他人から

も侵されない）」を学びました。子どもたちの感想です。

７月１５日、２年生親子ふれあい活動が行われました。手嶋樹理

さんを講師に招き、食器を選び、自分が好きなキャラクターや文字

で飾ってそれを焼いてもらいオリジナルの食器を作るという内容で

行われました。食器の形も選べるし、飾り付けの模様も選べて、素敵

な食器ができそうです。お家の方とお話ししながら楽しくつくってい

る姿が微笑ましかったです。できあがりが楽しみですね。

【７月の主な学校行事】 【９月の主な学校行事】
１７日（金） １学期終業式 ４日（金） 人権学習参観・学級集会
２２日（水） イングリッシュキャンプ ５日（土） 寺子屋⑩
２５日（土） 寺子屋⑦ ９日（水）・１０日（木） 中学生職場体験
【８月の主な学校行事】 １２日（土） 寺子屋⑪
１日（土） 寺子屋⑧ １５日（火）・１６日（水） ５年生自然教室
６日（木） 出校日 ２６日（土） 寺子屋⑫
２２日（土） 寺子屋⑨ ３０日（水） PTA運営委員会１８：３０～
２３日（日） 親子美化作業７：００～８：００
２５日（火） ２学期始業式

２年生、親子ふれあいで「マイ食器づくり」！！

３年生「集会所学習」

【自分たちにできること】

○ 障がい者の気持ちになりきってみて、安心し

て過ごせるように、声かけや優しく接する事が

大事だとわかった。

○ ヘルパーさんやお手伝いさんは、相手の気持

ちを考えて配慮しているんだなぁと思った。

○ 目が不自由の人がいたら前から声をかけて

大丈夫か聞く。

【車椅子体験して感じたこと】

○乗る人も車いすをおす人もかなりきつかった。

○乗っていて、段差がこわかった。

○こんなに大変なんだとわかった。

【アイマスク体験して感じたこと】

○目をかくしたらこわかった。

○何がどこにあるかがわからない。こわい。

○毎日をこわい思いをして生活していることが

わかった。

作品づくりの様子

○ いじめや差別をぜったいにしてはいけないことや、ふかしんひかひしん（不可侵不可被侵）の意味が分

かったし、松本治一郎さんがどんな取り組みをしていたかがよく分かり、差別やいじめがダメなことをあ

たりまえにしたいと思いました。

○ いじめや差別はダメということが心にのこった。わけは、やったがわはわすれるけど、されたがわは

いっしょう心にのこるし、いやな思いをし続けるから。ずっと心の中は、モヤモヤするから。

○ 自分にできることは、けんかやいじめられているところを見たら、ちゅうさい者になろうと思いました。

だけど、こわかったり言えなかったりしたら、先生に言おう思います。これから、ふかしんふかひしん（不可

侵不可被侵）を大事にしようと思います。

社会教育集会所見学の様子


